第4回　高知大学看護学同窓会総会のまとめ
日時：平成22年11月2１日（土）12：30～13：30　　場所：高知大学岡豊キャンパス　臨床講義棟　
司会進行：寺下憲一郎　　議長：和田庸平　　記録人：織田知穂　　　　出席者31名、委任状19通
　
1． 報告事項

以下の内容について報告された。

1） 会則（野村会長）：資料1参照
2） 活動報告（野村会長）：資料２参照

3） 会計報告（岡田さん）：資料３参照

4） 監査報告（野村会長）：資料３参照

２．審議事項

以下の内容について審議された。

1） 同窓会役員選出（資料４）

2） 同窓会会則（資料なし）

3） 平成23年度活動計画（資料５）

4） 桜基金運用規定（改正案）について（資料：高知大学看護学同窓会　桜基金運用規定（改正案））

（１）経費についての詳細記入を求めるか（領収書の提出）

５）　　来年度予算案（資料６）
６）　　桜基金運用規定（改正案）について（資料：高知大学看護学同窓会　桜基金運用規定（改正案））

（２）学会発表の場を高知大学関連の場とするか

１）～３）、５）については委任状を含む出席者の過半数をもって承認された。

４）６）について、審議内容と結果は以下のようになった。
　（１）意見
透明性高めるため領収書の提出が必要なのではないか。
　　　金額を決めて、１万円以上のものに領収書添付するようにしてはどうか。
　　研究開始前の申請が必要ではないか。本当に必要かどうかわからなくなる。
　　修士論文のために助成金を使うのには疑問を感じる。

　　その年に研究を始めないと、領収書の提出ができないのでは？
　　同じ研究をしていて、これから研究に必要なものについてのみ申請するのはどうか？
　　→同じ研究でも区切りがある。スタート時点であれば良いが、五年計画の途中での申請はおかしい。

結果：今年度は研究開始時点で概算として申請し、終了報告書提出時に領収書を提出する。
今年度運用し、申請者の意見も聞きながら委員会で再度議論を行い、来年の総会で再度審議する。
　（２）意見
 ①一度発表したら他では発表できないので、発表の場は研究者に任せる。

②高知大学関連の場（ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ・KMSﾘｻｰﾁﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）であるほうが良い。

③学会誌投稿や発表の際に『桜基金の助成を受けた研究である』と文言を入れる。
　　　結果：審議の結果、委任状を含む出席者の過半数をもって③に承認された。
